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L=258m 

W=86m 

H=16m 

4. ＣＳＧ地すべり対策工 
 

4.1 ＣＳＧ地すべり対策工の概要 
貯水池内の地すべり対策として CSG地すべり対策工を実施する。 
CSG地すべり対策工は、本体掘削ズリのうち、表土、D級岩盤を除いた岩石質の材料に水、セメント

を加え、簡易な装置で連続的に混合した材料（CSG）をブルドーザで敷き均し、振動ローラで転圧する
ことにより施工する。 

 
地すべり対策工の規模、施工数量等は以下のとおりである。 

施工延長 約 260m 
最大幅 約 90m 
最大高さ 約 16m 
対策工施工量 約 65,000m3 

 
CSG地すべり対策工の標準断面図、平面図、縦断図を図 4.1.1～図 4.1.3に示す。なお、CSG上面の

保護コンクリート・流路工については現在詳細設計中である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1.1 CSG 地すべり対策工標準断面図 

（No.3+00.000） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1.2 CSG 地すべり対策工平面図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1.3 CSG 地すべり対策工縦断図 
 

流路工 
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4.2 CSG地すべり対策工の施工設備 
ＣＳＧ地すべり対策工の施工設備は図 4.2.1に示すとおりである。母材は、堤体基礎掘削により採取され、畑山残土処理場にストックされている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.1 CSG 地すべり対策工施工設備の概要 

 

母材仮置ヤード 

母材仮置ヤード 

ＣＳＧプラントヤード 

ＣＳＧ施工場所 

ＣＳＧ施工場所 

ストックヤード 

母材仮置ヤード 

母材仮置ヤード 

ＣＳＧプラントヤード 
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7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

本体掘削工

CSG試験

CSG母材試験 粒度試験 他 堤体掘削土

粒度試験 他 仮置土

CSG材破砕試験 粒度試験 他

室内標準供試体試験 室内試験練り φ150

混合装置確認試験 実機性能試験 φ150、φ300

試験施工 現場密度試験 他

室内大型供試体試験 圧縮強度試験 φ300

地すべり対策工 CSG打設 掘削～CSG打設

保護コンクリート 18-8-40 BB

平成２３年度 平成２４年度
工種 規格 １ 細目

平成２２年度
規格　２

凡例

施工完了

施工予定

4.3 今後の進め方 
(1) ＣＳＧ試験 

ＣＳＧに関する室内試験を現在実施中である。 

 

(2) 試験施工 

ＣＳＧを転圧するための振動ローラの転圧回数等を決定するため、ＣＳＧ地すべり対策工上流端の仮締切部分で試験施工を予定している。 

 

(3) 今後の工程 

今後の工程を表 4.3.1に示す。 

 

表 4.3.1 CSG 地すべり対策工工程表 
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5. 基礎掘削 
5.1 基礎岩盤状況 
粗掘削の結果、基礎岩盤は概ね堅硬である。粗掘削終了時点の岩級区分図を図 5.1.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1.1 基礎岩盤の岩級区分図（粗掘削終了時） 
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5.2 ブロック別安定計算 
粗掘削時の岩級区分図から算定した表 5.2.2に示すせん断強度を用いて、表 5.2.1の設計条件をもとに堤体安定計算結果を行った結果、表 5.2.3に示すとおり全ブロックで滑動安全率４以上を満足していることが確認で

きた。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 5.2.2 粗掘削後の基礎岩盤せん断強度 表 5.2.1 ダム堤体設計条件 
 

項  目 設計条件 備  考 

堤 頂 標 高 EL.566.0m  

越 流 部 標 高 EL.562.1m  

基 礎 標 高 EL.513.0m 最大断面 

堤 

体 

堤 頂 幅 5.0m  

設 計 洪 水 位 EL.563.9m  

サ ー チ ャ ー ジ 水 位 EL.562.1m  

常 時 満 水 位 EL.520.5m  
貯
水
位 

堆 砂 位 EL.533.3m 
堆砂容量 40 千 m3を水平堆砂と

想定 

設 計 洪 水 位 EL.520.7m  

サ ー チ ャ ー ジ 水 位 EL.516.3m  

常 時 満 水 位 EL.515.1m  

下
流
水
位 空 虚 時 EL.513.0m  

設 計 洪 水 位 0.00  

サ ー チ ャ ー ジ 水 位 0.09  

常 時 満 水 位 0.18  

設
計
震
度 空 虚 時 -0.09  

風 波 浪 高 0.654  

0.315 サーチャージ水位時 
波
浪
高 地 震 波 浪 高 

0.246 常時満水位 

コンクリートの単位体積重量 22.56kN/m3〔2.3tf/m3〕  

水 中 単 位 体 積 重 量 9.81kN/m3〔1.0tf/m3〕  堆
泥 泥 圧 係 数 0.50  

ダ

ム

本

体 

 揚 圧 力 

上流端：上流側水圧；a 

下流端：下流側水圧；b 

ドレーン位置：1/5(a－b)＋b 

 

せ ん 断 強 度 

CM 級(変質区分Ⅰ,Ⅱa、Ⅱb)：882kN/m2(90tf/m2) 

CML-1 級(変質区分Ⅲ)：490kN/m2(50tf/m2) 

CML-2 級(変質区分Ⅰ)：490kN/m2(50tf/m2) 

CL-1 級       ：196kN/m2(20tf/m2) 

CL-2 級       ：196kN/m2(20tf/m2) 

 
岩
盤 

内 部 摩 擦 係 数 
CM 級、CML-1 級、CML-2 級：1.0 

CL-1 級、CL-2 級    ：0.7 

 

 

CM(変質区分I) CM(変質区分IIa) CM(変質区分IIb) CML-1(変質区分III) CML-２(変質区分I) CL CL1,CL2 CL3 D

(KN/m2) 882 882 882 490 490 0 196 0 0

f 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 0.000 0.700 0.000 0.000

0.0 0.0 56.0 247.0 0.0 22.9 325.9

0.0% 0.0% 17.2% 75.8% 0.0% 7.0%

0.0 0.0 126.1 347.8 0.0 29.4 2.0 505.3

0.0% 0.0% 25.0% 68.8% 0.0% 5.8% 0.4%

0.0 16.0 199.3 384.1 0.0 26.7 2.8 628.8

0.0% 2.5% 31.7% 61.1% 0.0% 4.2% 0.4%

0.0 117.9 444.2 268.4 0.0 9.6 0.2 840.2

0.0% 14.0% 52.9% 31.9% 0.0% 1.1% 0.0%

0.0 2.1 801.2 227.8 0.0 2.9 1034.0

0.0% 0.2% 77.5% 22.0% 0.0% 0.3%

0.0 0.0 655.8 347.6 0.0 13.7 1017.1

0.0% 0.0% 64.5% 34.2% 0.0% 1.3%

128.9 382.8 51.4 89.6 0.0 150.8 51.0 22.2 876.7

14.7% 43.7% 5.9% 10.2% 0.0% 17.2% 5.8% 2.5%

228.8 380.0 1.2 37.6 0.0 28.0 675.6

33.9% 56.2% 0.2% 5.6% 0.0% 4.1%

280.2 0.0 0.0 0.0 0.0 36.8 317.0

88.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.6%

157.9 0.0 0.0 0.0 0.0 6.5 164.4

96.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0%

27.8 0.0 0.0 0.0 0.0 6.9 34.7

80.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 19.9%

BL11
(粗掘削後）

706.6 0.80 72.1

BL10
(粗掘削後）

847.1 0.96 86.4

BL9
(粗掘削後）

779.6 0.88 79.6

BL8
(粗掘削後）

823.6 0.96 84.0

BL7
(粗掘削後）

650.2 0.86 66.3

BL6
(粗掘削後）

736.4 0.99 75.1

BL5
(粗掘削後） 793.5 1.00 81.0

BL4
(粗掘削後） 746.5 0.99 76.2

BL3
(粗掘削後） 601.2 0.95 61.4

BL2
(粗掘削後） 557.4 0.94 56.9

(t/m2)

53.4

総面積

(m
2
)

平均せん強度

BL1
(粗掘削後）

f(KN/m2)

522.9 0.93
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表 5.2.3 滑動条件に対する安全率（粗掘削時）一覧表 

安定計算条件 滑動安全率 4.0以上 

水位条件 設計洪水位 
（EL.563.9） 

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 
（EL.562.1） 

常時満水位 
（EL.520.5） 空虚時 

BL1 9.9 8.2 89.1 12.9

BL2 6.8 4.8 48.7 11.6

BL3 6.3 5.1 14.5 29.4

BL4 6.7 5.4 13.9 30.1

BL5 6.6 5.3 13.1 21.2

BL6 6.3 5.0 11.9 20.9

BL7 5.6 4.5 11.4 25.4

BL8 7.4 6.0 16.8 34.8

BL9 11.1 9.1 188.7 15.2

BL10 22.5 19.2 234.7 21.4

BL11 138.4 90.7 50.6 101.2

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダム堤体の滑動安全率は、次式に示すHennyの式から算出した。 

 

  SF＝
τ0・B＋f・∑V

∑H
≧4 

ここに、 SF ： 安全率  

 τ0 ：基礎岩盤の剪断強度（kN/m
2） 

 B ： ダム堤敷長（m） 

 ｆ ： 基礎岩盤の内部摩擦係数 

 ΣV ： 全鉛直荷重の合計（kN） 

 ΣH ： 全水平荷重の合計（kN） 

 
 

図 5.2.1 堤体基本形状 

常時満水位 EL520.5
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5.3 断層処理 
(1) F-V断層処理の方法 

浅川ダム堤体 BL 7に分布している F-V断層は、堤敷において幅 2m～5mで分布する。F-V断層が分布するダム堤体 BL 7は所定の安全率を満足しているが、F-V断層部は断層処理として図 5.3.2に示すように掘削

し保護コンクリート施工後に鉄筋で補強する。 

断層処理の施工範囲は図 5.3.1に示すとおりである。また、標準断面形状は、図 5.3.2に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.1 断層処理 施工範囲 図 5.3.2 断層処理工標準断面 

粗掘削後 掘削面平面図 

断層処理施工範囲 

保護コンクリート

鉄筋

断層処理工 
本体コンクリート

20cm

本体打設リフト

J6

施工幅 約 7～10ｍ 
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(2) F-V断層処理の施工 

浅川ダムでは、2次仕上げ掘削開始からコンクリート打設完了まで 24時間以内に施工する必要がある。 

このため、F-V断層処理工部の施工に対しては、以下に示す施工手順で実施し、岩盤に十分な配慮を行うこととする。図 5.3.3に断層処理施工フロー図と図 5.3.4に断層処理工の施工手順を示す。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.3.3  F-V断層処理施工フロー図 

【①：先行粗掘削】 

先行粗掘削は、仕上げ面より 70cm 残しでツインヘッダを用いて掘削し、土砂の搬出
は本体コンクリート打設開始前に実施することからダンプトラックによる搬出とす
る。 

【②：１次仕上げ掘削（斜面部・床版部）】 

床版部の 1次仕上げは、本体掘削と同様に 1次仕上げ掘削厚 60cm（2次仕上げ掘削厚
10cm残し）を掘削する。 
また、山側斜面部は、1次仕上げ掘削開始から打設までに 10日を越えるため 2次仕上
げ掘削厚 20cmを残し、1次仕上げ掘削 50cmを実施する。 

【④：岩盤清掃】 

床版部の 2 次仕上げ掘削後、本体と同様にハイウォッシャーを用いて岩盤清掃を実施
する。 

【⑧：コンクリート打設】  

鉄筋設置完了後にダム本体と同時にコンクリート部の打設を行う。 
⑥の２次仕上げ掘削開始から⑧コンクリート打設までの間を 24時間で実施する。 

【⑦：鉄筋設置】 

設置する鉄筋は、速やかに組み立てが可能となるように場外で鉄筋をユニット化し、
タワークレーンで吊り込み配置する。 

【⑤：保護コンクリート打設】 

鉄筋設置時の岩盤の不陸を平滑にし、表面を保護するため岩盤清掃後には床版部に保
護コンクリートを施工する。保護コンクリートの施工は仕上げ掘削開始からコンクリ
ート打設完了まで 24時間以内で完了させる。 

【⑥：斜面部 2次仕上げ掘削＋岩盤清掃】 

打設面の 2次仕上げ掘削（掘削厚 20cm）を行い、掘削完了後に岩盤清掃を実施する。

【⑨：斜面部 2次掘削（次リフト）】  

前リフトの打設完了後、次リフト目の 2次掘削および岩盤清掃を実施する。 

【⑩：コンクリート打設（次リフト）】  

岩盤清掃完了後、コンクリート打設を実施する。 

【③：床版部２次仕上げ掘削】 

床版部の 2次仕上げ掘削（掘削厚 10cm）に加え、保護コンクリート打設のための 20cm
の掘削（合計 30cmの掘削）を実施する。 

24
時
間
以
内
に
施
工 

24
時
間
以
内
に
施
工 
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図 5.3.4 FV断層処理工の施工手順 

 

 

断 

層 

掘削70cm残し 

ツインヘッダ 

Joint 

本体打設 
リフト 

 

断 

層 

【斜面部】 
掘削20cm残し

床版部は本体掘削と同様に 2 次掘削

厚さ 10cm残し。 

斜面部は、2次掘削厚さ20cm残し。

ツインヘッダ 

【床版部】 
掘削10cm残し

Joint 

本体打設
リフト 

 

断 

層 
床版部 2次掘削 10cm＋

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ用掘削 20cm

ツインヘッダ 

床版部 2次掘削 10cm 

Joint 

本体打設 
リフト 

 

断 

層 保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 20cm 打設 

③～⑤まで 24 時間以内の施工 

Joint 

本体打設
リフト 

 

断 

層 
斜面部 2 次掘削（20cm）

＋岩盤清掃 

ツインヘッダ 

Joint 

本体打設 
リフト 

 

断 

層 

ツインヘッダ 

Joint 

本体打設
リフト 

① 先行掘削（粗掘削） ② 1 次掘削 ③ 床版部 2 次掘削 

⑤ 保護コンクリート打設 ⑥ 斜面部 2 次掘削＋岩盤清掃 

⑦ 鉄筋設置 ⑧ 本体コンクリート打設（1リフト目） ⑨ 斜面部 2 次掘削（次リフト）＋岩盤清掃 ⑩ 本体コンクリート打設（次リフト） 

 

断 

層 

岩盤清掃 

Joint 

本体打設 
リフト 

④ 岩盤清掃 

 

断 

層 

Joint 

本体打設 
リフト 

 

断 

層 

タワークレーンによる
ユニット鉄筋の設置 

Joint 

本体打設 
リフト 

 

断 

層 

⑥～⑧まで 24時間以内の施工Joint 

本体打設 
リフト 
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Ｗ＝8000 

Ｗ＝17600 

Ｈ＝16000 

浅川 

Ｌ＝30600 

ｽﾛｯﾄｼﾞｮｲﾝﾄ 

Ｗ＝17600 

6. コンクリート打設 
6.1  造成アバットメント工の施工・品質管理 
6.1.1 造成アバットメント工の概要 
造成アバットメント工の規模は、 

    高さ 16ｍ、天端幅 17.6ｍ、長さ 30.6ｍ、コンクリート量 6100ｍ3 

であり、図 6.1.1に平面図、図 6.1.2に断面図を示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.1 造成アバットメント平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.2 造成アバットメント断面図 

6.1.2 造成アバットメント工の打設計画 
造成アバットメント工は、ひび割れ抑制のため、中央部に幅 1.5mのスロットジョイントを設け上流
と下流ブロックに分割して打設した後、ジョイント部を膨張コンクリートにより一体化する。 
コンクリート打設は、レディーミクストコンクリート（21-12-25ＢＢ）をダム天端標高から配管打設

により施工する。 

写真 6.1.1に造成アバットメント工の全景、図 6.1.3にリフトスケジュールを示す 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 6.1.1 造成アバットメント全景 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.1.3 造成アバットメントリフトスケジュール 

上流ブロック 下流ブロック 

スロットジョイント 

NO リフト高 上流 下流

22 565.50 ～ 566.00 0.50 105.0 183.8 9月1日 9月6日

21 564.75 ～ 565.50 0.75 151.7 268.6 8月30日 8月30日

20 564.00 ～ 564.75 0.75 144.6 260.0 8月26日 8月26日

19 563.25 ～ 564.00 0.75 137.3 251.3 8月22日 8月22日

18 562.50 ～ 563.25 0.75 129.9 242.6 8月10日 8月10日

17 561.75 ～ 562.50 0.75 122.3 233.7 8月6日 8月6日

16 561.00 ～ 561.75 0.75 114.6 224.6 8月3日 8月3日

15 560.25 ～ 561.00 0.75 106.7 215.4 7月29日 7月29日

14 559.50 ～ 560.25 0.75 98.5 206.2 7月22日 7月26日

13 558.75 ～ 559.50 0.75 90.5 202.8 7月19日 7月19日

12 558.00 ～ 558.75 0.75 82.7 194.9 7月12日 7月14日

11 557.25 ～ 558.00 0.75 75.3 191.4 7月7日 7月9日

10 556.50 ～ 557.25 0.75 68.3 187.9 7月2日 7月5日

9 555.75 ～ 556.50 0.75 61.1 175.9 6月28日 6月30日

8 555.00 ～ 555.75 0.75 54.5 160.3 6月23日 6月25日

7 554.25 ～ 555.00 0.75 48.8 156.1 6月17日 6月21日

6 553.50 ～ 554.25 0.75 43.5 145.7 6月11日 6月15日

5 552.75 ～ 553.50 0.75 38.6 137.5 6月7日 6月9日

4 552.00 ～ 552.75 0.75 33.9 127.1 5月31日 6月3日

3 551.25 ～ 552.00 0.75 29.4 117.1 5月24日 5月26日

2 550.50 ～ 551.25 0.75 25.1 107.4 5月18日 5月20日

1 550.00 ～ 550.50 0.50 14.5 66.4 4月28日 5月13日

打設量(m
3
）

打設リフト
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6.1.3 造成アバットメント工の作業時間管理 
造成アバットメント工についても本体と同様に、2 次仕上げ掘削開始からコンクリート打設完了まで

を 24 時間以内で施工する必要がある。このため、表 6.1.1 に示す作業計画表を用いて、作業時間の管
理を行っている。 

また、現場内に作業時間確認看板（写真 6.1.2）を設置している。 
表 6.1.2に下流ブロック 18 リフトの作業時間内の実績を示す。 
 

 

表 6.1.1 造成アバットメント工作業計画表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 6.1.2 作業時間確認看板（ （ ）は計画 ） 

 

 

表 6.1.2 上・下流ブロック 18 リフトのタイムスケジュール 

 

 上流ブロック 

  8/9                     8/10                                                                 

  17：00       21:00  6：00     10：00   10：30   11：40      14：30    17：00 

２次仕上げ掘削・岩盤面清掃  型枠・足場組立   打設前清掃   打設前検査  ﾓﾙﾀﾙ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設  養生・予備時間 

 

 

 下流ブロック 

21：00         3:10  09：00     13：00   13：30   14：45      19：30    21：00 

２次仕上げ掘削・岩盤面清掃  型枠・足場組立   打設前清掃   打設前検査  ﾓﾙﾀﾙ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設  養生・予備時間 

 

 

開始 

終了 開始 

終了 
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6.1.4 コンクリート打設前検査 
コンクリートの打設前検査は、打設前検査チェックリスト（表 6.1.3）により実施している。 
打設前検査状況を写真 6.1.3～写真 6.1.6に示す。 
 

表 6.1.3 打設前検査チェックリスト 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

写真 6.1.3 岩盤状況検査 写真 6.1.4 岩盤状況検査 

写真 6.1.5 グリンーンカット面検査  写真 6.1.6 スランプ等立会検査 
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6.1.5 造成アバットメント工のコンクリート品質管理 
造成アバットメント工のコンクリート配合は 21-12-25BB であり、品質管理の試験は 150m3毎に 1回実

施している。品質管理結果を図 6.1.4～図 6.1.6に示す。いずれも管理値を満足している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.1.4 スランプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.5 空気量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 6.1.6 圧縮強度（σ28） 

 

 

 
1.5

設計値 

-1.5 

番号（日付） 規格値-1.5～1.5 

2.5

設計値 

-2.5 

番号（日付） 
規格値-2.5～2.5 

規格値 21N/mm 

設計値 σ28=21N/mm2

番号（日付） 
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6.2 仮設備計画 
6.2.1 仮設備計画 

(1) 仮設備平面図 

浅川ダム仮設備平面図を図 6.2.1に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.2.1 仮設備平面図 
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(2) 仮設備フローシート 

仮設備フローシートを図 6.2.2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.2.2 仮設備フローシート 

コンクリート打設設備

骨材貯蔵運搬設備

給水設備

取水設備

中継水槽

ダムサイト濁水処理設備

シックナ
炭酸ガス供給設備

高分子凝集剤

スラリー槽

フィルタプレス

脱水ケーキ

処理水槽

清水槽 循環水槽

排水設備

中継水槽

細骨材貯蔵設備粗骨材貯蔵設備加熱・冷却設備

減勢工

放流

浅川ダム仮設備フローシート

クローラクレーン

上流釜場 下流釜場

原水槽

気化器
溶解・貯留槽

（ＰＡＣ）

無機凝集剤

循環使用 骨材散水釜場

タワークレーン（16.5t）

堤体

バッチャープラント

中央プラント

中継水槽

中継水槽

サブプラント

受変電設備

受変電設備
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42

【骨 材貯蔵・ 運搬設備 】

粗骨材受入設備 ﾎｯﾊﾟｰ投入方式 1

【排水設 備】

30 下流釜場濁水移送 水中ｻﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ 150A

粗骨材貯蔵設備 コルケ゛ート骨材ヒ゛ン（Ｇ－１，Ｇ－２，Ｇ－３）

細骨材貯蔵設備 コルケ゛ート骨材ヒ゛ン（Ｓ－１，２）

12

振動ﾌｨｰﾀﾞ 引出用（Ｇ－１＊２，Ｇ－２＊２）

31 上流釜場濁水移送 水中ｻﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ 150A

2

カットオフケ゛ート 引出用（Ｇ－３＊２，Ｓ－１，２＊２）

8ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞﾔ

32 堤体排水(水替) 水中サント゛ホ゜ンフ゜　５０Ａ～１００Ａ

4

【コ ン ク リ ー ト 製 造設備】

ハ゛ッチャートフ゜ラント 二軸強制 3.0m3*1台

33 排水釜場設備 上・下流

1

セメントサイロ ４００　ｔｏｎ

ルーツフ゛ロアー 40 t/h

ﾛｰﾀﾘｰﾌｨｰﾀﾞ 40 t/h

【濁水処理 設備】

34 ﾀﾞﾑｻｲﾄ、CSG 機械処理脱水方式 処理能力220m3/h

【コ ン ク リ ー ト 打 設設備】

タワークレーン 16.5ton*75m

35 ﾀﾞﾑｻｲﾄ(基礎掘削開始時) 機械処理脱水方式　（ホ゜ータフ゛ル型）　処理能力６０ｍ３／ｈ

ﾄﾗﾝｽﾌｧｰｶ 5m3　ﾘﾌﾄﾄﾀﾞﾝﾌﾟ式

【加熱冷却 設備】

36 空冷式ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ コンクリート製造設備用

14 コンクリーハ゛ケット 5m3

37 骨材貯蔵設備用

1

15 コンクリーハ゛ケット：減勢工打設 3.0m3

16 ク゛ラント゛ホッハ゜ー：減勢工打設 ５．０ｍ３　用

38 温水兼冷却水槽 鋼製水槽17 ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ：減勢工打設 80t吊級

218 振動締固め機 ０．３ｍ３級　ＶＢＨ７４ＥＨＬ型

19 振動目地切り機 ０．４ｍ３級

20 打継面処理機 コンクリート表面掃除機

21 ｸﾛｰﾗｰﾀﾞﾝﾌﾟ 10ｔ

【給水設 備】

22 清水取水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 200A

23 清水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 高揚程水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 80A

24 循環水高架水槽揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 高揚程水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 200A

【基礎処理 設備】

39 中央フ゜ラント ク゛ラウトミキサー・セメントサイロ・スクリューコンヘ゛ア

25 循環水高架水槽加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ 高揚程水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 80A

40 サフ゛フ゜ラント ク゛ラウトミキサー・ホ゜ンフ゜・流量計

41 ホ゛ーリンク゛マシン 5.5kW級

26 清水高架水槽 鋼製水槽

【受 変電設備】 42 受変電設備 各種

27 清水中継水槽 鋼製水槽

28 循環水高架水槽 鋼製水槽

29 循環水中継水槽 鋼製水槽

14

25

9 8

空冷式ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ

7

細骨材受入設備 ﾎｯﾊﾟｰ投入方式 1

1 2

6
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（例） 

(3) 暑中コンクリート対策 

浅川ダムの仮設備計画においては、コンクリート打ち込み温度を 25℃以下に保つため、図 6.2.3に示すような対策を行うこととしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
 
             

 
 

 
 
 

図 6.2.3 コンクリートの仮設備 

冷却対象 名 称 仕 様 

粗骨材散水 加熱冷却設備 冷却能力 300kw

名 称 コンクリート温度の冷却効果 

コンクリート製造設備 30.5℃→24.0℃ 

名 称 仕 様 冷却対象 

断 熱 材
発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

t=25mm 
粗骨材 

冷却対象 名 称 仕 様 

練混ぜ水 加熱冷却設備 冷却能力 236kw 

冷却対象 名 称 仕 様 

骨 材 遮 光 ﾈ ｯ ﾄ ポリエチレン製 
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6.3 コンクリート打設計画 
6.3.1 コンクリート打設計画 
コンクリート打設量は表 6.3.1および表 6.3.2に示すとおりである。また、コンクリート配合を表 6.3.3に、各配合の使用箇所を図 6.3.1 に示す。なお、セメントは中庸熱フライアッシュセメント、骨材は購入骨材
（最大寸法 80mm）を使用する。図 6.3.2に本体工のリフトスケジュールを示す。 

 
表 6.3.1 本体工 

種  別 細別 数量（m3） 

  配合区分 

 

 

岩着（A)   26200 

外部（A)   26700 

内部（B)   71900 

構造（C1) 
堤体部 8200 

堤趾導流壁 3100. 

高流動（C3)   600 

                     合計 136700 

 
 

表 6.3.3 浅川ダム現場配合表 

配合種別 

粗骨材

の   

最大寸

法   

(mm) 

スランプ・  

フローの

範囲   

(cm) 

空気量  

の範囲  

(％) 

水結合

材比   

(％) 

細骨

材率  

(％) 

単位量 (kg/m3) 混和剤 

水  

W 

セ
メ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 

細
骨
材 

 
 
 
 

Ｓ 

粗骨材   G 
ＡＥ   

減水剤  

(C×％)

高性能  

ＡＥ   

減水剤  

(C×％)

ＡＥ剤  

(Ａ) 

増粘剤  

(ｋｇ) 
80～40  

（mm）  

40～20  

（ｍｍ）

20～5  

（ｍｍ）

Ａ 外部 80  3±1 3.5±1 51.0  31  102  200  644  502  487  487  1.50 ― 33 ― 

Ｂ 内部 80  3±1 3.5±1 71.3  33  107  150  696  495  480  480  1.50 ― 28 ― 

Ｃ

１ 
構造用 80  5±1 3.5±1 43.6  29  109  250  584  500  485  485  1.50 ― 30 ― 

Ｃ

２ 
高強度 80  6±1 3.5±1 33.4  26  131  392  474  473  459  459  1.50 ― 32 ― 

Ｃ

３ 
高流動 20  57.5±7.5  4.5±1 53.5  50  170  318  882  ― ― 1.40 12 0.525 

Ｍ モルタル 5  ― ― 53.6  ― 277  517  1419  ― 1.50 ― ― ― 

*(Ｃ３高流動配合はスランプフローにて管理） 

図 6.3.1 浅川ダム 配合区分図 

表 6.3.2 減勢工 

F/F+C 

30% 

  種  別 細別 数量（m3） 

外部（A)   400

構造（C1)   3000配合区分 

高強度（C2）   900

                                 合計 4300
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図 6.3.2 リフトスケジュール 

標高(ｍ) ﾘﾌﾄ番号 ﾘﾌﾄ高さ ▼EL566.0 数量合計

566.00 1 0.50 45.20 47.50 9.30 7.40 7.40 44.20 7.40 7.40 24.40 37.70 44.30 282.20
565.50 2 0.75 69.20 72.70 14.10 11.10 11.10 66.30 11.10 11.10 37.10 57.65 59.90 421.35
564.75 3 0.75 69.20 72.70 14.10 11.10 11.10 66.30 11.10 11.10 37.10 57.65 59.90 421.35
564.00 4 0.75 71.20 75.00 14.20 11.10 11.10 66.30 11.10 11.10 37.70 83.25 50.10 442.15
563.25 5 0.75 71.20 75.00 14.20 11.10 11.10 66.30 11.10 11.10 37.70 83.25 50.10 442.15
562.50 6 0.75 73.30 77.30 33.70 31.70 31.70 79.30 31.70 31.70 48.30 84.60 29.50 552.80
561.75 7 0.75 ▼EL561.0 73.30 77.30 33.70 31.70 31.70 79.30 31.70 31.70 48.30 84.60 29.50 552.80
561.00 8 0.75 76.60 80.90 60.60 59.70 59.70 95.70 59.70 59.70 63.20 121.35 12.30 749.45
560.25 9 0.75 76.60 80.90 60.60 59.70 59.70 95.70 59.70 59.70 63.20 121.35 12.30 749.45
559.50 10 0.75 88.10 92.30 75.00 74.10 74.10 101.30 74.10 74.10 75.00 133.80 2.35 864.25
558.75 11 0.75 88.10 92.30 75.00 74.10 74.10 101.30 74.10 74.10 75.00 133.80 2.35 864.25
558.00 12 0.75 121.60 110.10 89.50 88.60 88.60 108.00 88.60 88.60 89.50 139.15 1012.25
557.25 13 0.75 121.60 110.10 89.50 88.60 88.60 108.00 88.60 88.60 89.50 139.15 1012.25
556.50 14 0.75 131.00 127.40 104.70 103.80 103.80 116.90 103.80 103.80 104.50 114.15 1113.85
555.75 15 0.75 ▼EL555.0 131.00 127.40 104.70 103.80 103.80 116.90 103.80 103.80 104.50 114.15 1113.85
555.00 16 0.75 136.10 144.10 119.90 119.00 119.00 125.80 119.00 119.00 117.90 151.40 1271.20
554.25 17 0.75 136.10 144.10 119.90 119.00 119.00 125.80 119.00 119.00 117.90 151.40 1271.20
553.50 18 0.75 226.90 160.50 135.10 134.20 134.20 134.60 134.20 134.20 130.00 130.05 1453.95
552.75 19 0.75 226.90 160.50 135.10 134.20 134.20 134.60 134.20 134.20 130.00 130.05 1453.95
552.00 20 0.75 225.20 176.30 150.30 149.40 149.40 144.60 149.40 149.40 232.40 117.75 1644.15
551.25 21 0.75 225.20 176.30 150.30 149.40 149.40 144.60 149.40 149.40 232.40 117.75 1644.15
550.50 22 0.75 275.60 191.70 165.50 164.60 164.60 157.60 164.60 169.90 240.80 89.30 1784.20
549.75 23 0.75 ▼EL549.0 275.60 191.70 165.50 164.60 164.60 157.60 164.60 169.90 240.80 89.30 1784.20
549.00 24 0.75 225.60 206.30 180.60 179.70 179.70 172.90 179.70 186.50 266.20 56.15 1833.35
548.25 25 0.75 225.60 206.30 180.60 179.70 179.70 172.90 179.70 186.50 266.20 56.15 1833.35
547.50 26 0.75 240.00 256.40 195.80 194.90 194.90 188.00 194.90 204.20 253.90 25.15 1948.15
546.75 27 0.75 240.00 256.40 195.80 194.90 194.90 188.00 194.90 204.20 253.90 25.15 1948.15
546.00 28 0.75 183.10 263.20 211.00 210.10 210.10 203.20 210.10 221.90 316.40 5.45 2034.55
545.25 29 0.75 183.10 263.20 211.00 210.10 210.10 203.20 210.10 221.90 316.40 5.45 2034.55
544.50 30 0.75 131.30 291.40 231.50 225.30 225.30 218.40 225.30 239.70 272.20 2060.40
543.75 31 0.75 ▼EL543.0 131.30 291.40 231.50 225.30 225.30 218.40 225.30 239.70 272.20 2060.40
543.00 32 0.75 75.00 341.90 266.80 240.50 240.50 233.60 240.50 282.80 255.90 2177.50
542.25 33 0.75 75.00 341.90 266.80 240.50 240.50 233.60 240.50 282.80 255.90 2177.50
541.50 34 0.75 27.00 353.20 286.20 259.60 259.60 252.70 259.60 300.20 197.30 2195.40
540.75 35 0.75 27.00 353.20 286.20 259.60 259.60 252.70 259.60 300.20 197.30 2195.40
540.00 36 0.75 2.50 310.80 336.30 284.70 284.70 277.80 284.70 367.60 171.00 2320.10
539.25 37 0.75 2.50 310.80 336.30 284.70 284.70 277.80 284.70 367.60 171.00 2320.10
538.50 38 0.75 333.00 351.60 312.10 311.70 304.80 311.70 387.80 114.90 2427.60
537.75 39 0.75 ▼EL537.0 333.00 351.60 312.10 311.70 304.80 311.70 387.80 114.90 2427.60
537.00 40 0.75 310.40 381.20 341.00 338.70 331.80 339.70 437.80 63.70 2544.30
536.25 41 0.75 310.40 381.20 341.00 338.70 331.80 339.70 437.80 63.70 2544.30
535.50 42 0.75 231.30 434.90 371.10 365.70 358.80 368.30 464.60 21.70 2616.40
534.75 43 0.75 231.30 434.90 371.10 365.70 358.80 368.30 464.60 21.70 2616.40
534.00 44 0.75 151.00 469.10 400.50 392.70 385.80 396.30 475.50 4.40 2675.30
533.25 45 0.75 151.00 469.10 400.50 392.70 385.80 396.30 475.50 4.40 2675.30
532.50 46 0.75 68.00 477.70 432.30 422.60 412.80 427.10 469.90 2710.40
531.75 47 0.75 ▼EL531.0 68.00 477.70 432.30 422.60 412.80 427.10 469.90 2710.40
531.00 48 0.75 9.50 408.30 461.00 451.50 439.80 457.30 453.50 2680.90
530.25 49 0.75 9.50 408.30 461.00 451.50 439.80 457.30 453.50 2680.90
529.50 50 0.75 307.70 483.70 477.70 466.70 484.10 436.30 2656.20
528.75 51 0.75 307.70 483.70 477.70 466.70 484.10 436.30 2656.20
528.00 52 0.75 219.20 546.20 505.40 493.70 525.50 390.60 2680.60
527.25 53 0.75 219.20 546.20 505.40 493.70 525.50 390.60 2680.60
526.50 54 0.75 126.90 603.60 551.40 520.50 582.70 312.20 2697.30
525.75 55 0.75 ▼EL525.0 126.90 603.60 551.40 520.50 582.70 312.20 2697.30
525.00 56 0.75 40.80 719.10 593.60 545.90 744.40 216.10 2859.90
524.25 57 0.75 40.80 719.10 593.60 545.90 744.40 216.10 2859.90
523.50 58 0.75 624.50 670.10 569.60 720.70 88.70 2673.60
522.75 59 0.75 624.50 670.10 569.60 720.80 88.70 2673.70
522.00 60 0.75 485.00 635.90 621.20 677.40 6.70 2426.20
521.25 61 0.75 485.00 635.90 621.20 677.40 6.70 2426.20
520.50 62 0.75 337.60 640.50 599.30 542.40 2119.80
519.75 63 0.75 ▼EL519.0 337.60 640.50 599.30 542.40 2119.80
519.00 64 0.75 240.40 755.20 616.70 367.30 1979.60

518.25 65 0.75 12/8 12/13 240.40 12/14 755.20 12/9 616.70 12/8 367.30 11/29 月別打設量 9月 551 m3 247844.00

517.50 66 0.75 12/5 153.60 12/6 750.50 12/3 677.60 12/1 187.50 10月 3,472 m3 168764.00

516.75 67 0.75 11/25 11/28 153.60 11/30 750.50 11/19 677.60 11/18 187.50 11/15 11月 6,021 m3 253007.20

516.00 68 0.75 11/21 69.30 11/21 784.00 11/14 752.80 11/14 49.20 12月 3,749 m3 168862.10

515.25 69 0.75 11/11 11/15 69.30 11/15 784.00 11/9 752.80 11/9 49.20 11/4 m3 260593.30

514.50 70 0.50 11/1 9.00 11/1 515.30 11/2 416.90 123486.20
514.00 71 0.50 ▼EL513.5 10/22 10/26 9.00 10/26 515.30 10/27 416.90 10/23 205145.20
513.50 72 0.50 10/20 9.00 10/20 515.30 10/21 416.90 123450.20
513.00 73 0.50 10/12 10/17 313.00 10/18 216.80 10/12 163852.80
512.50 74 0.50 10/10 313.00 10/11 216.80 82182.80
512.00 75 0.50 9/30 10/6 313.00 10/7 216.80 9/30 163806.80
511.50 76 0.50 9/28 113.50 9/29 70.30 81812.80
511.00 77 0.50 9/18 9/23 113.50 9/26 70.30 122608.80
510.50 78 0.50 9/15 113.50 9/17 70.30 81787.80

1次仕上 9/7 9/13

数  量  合  計 421251.00

BL-1 BL-2 BL-3 BL-4 BL-5 BL-6

23837.80

BL-7 BL-8 BL-9 BL-10 BL-11

13,793

19454.90 13797.80 6252.40 2656.10 352.604803.80 8916.90 175238.70 140728.60 25211.40

 



 

39 

6.3.2 平成 23年度の打設計画 
平成 23 年度のコンクリート打設は EL510.0～EL518.25 のＶ＝13,793m3を予定しており、打設期間は、打設期間は平成 23 年 9 月中旬～年内を予定している。打設範囲を図 6.3.3～図 6.3.4に示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3.3 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 6.3.4 上流面図 図 6.3.5 横断図 

浅川

23年度施工範囲

EL518.25 

EL510.00 

EL518.25 

EL510.00 
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2 次仕上げ掘削（ツインヘッダー） 
掘削厚(10cm) 

仕上げ掘削後：高圧水による水洗い清掃 

バックホウによる集積・高圧水による清掃 

コンクリート打設 

シート養生 

打設前清掃：高圧水による水洗い清掃 

打設完了 

2
4
時
間
以
内
 

粗掘削（リッパ付きブルドーザ 32t 級 
・大型ブレーカー・火薬） 

仕上げ掘削用残し厚(70cm～80cm) 

1 次掘削（0.25m3ツインヘッダー） 
掘削厚（60cm～70cm） 

10
日
以
内
 

1 次仕上げ掘削 

粗 掘 削 

2 次仕上げ掘削 

岩盤検査（粗掘削時） 

 全体の岩盤の性状を把握する。
 基礎掘削の妥当性を確認する。

岩盤検査 

 最終的な打設面の検査 
 （河川法上の岩盤検査） 

打設前検査 

劣化部除去 

STEP1 

STEP2 

STEP3 

STEP4 

6.4 ダム本体河床部の打設計画 
(1) 河床部上流端の施工計画 

浅川ダムの基礎岩盤では、掘削後に長期間放置すると劣化が進む特徴がある。こ

のため 2次仕上げ掘削開始からコンクリート打設完了までを 24時間以内に施工す
ることが必要である。特に河床部は、比較的平坦であるため 1 回の打設に際して
の仕上げ掘削、岩盤清掃面積が傾斜部に比べ大きくなることから、仕上げ掘削～打

設の一連の作業を 24時間以内で行うため、底面に緩傾斜を設けて 1回の打設範囲
を小さくする等の設計上の工夫を行っている。 
ここでは河床部のうち最初に打設する河床部最上流端に関して、詳細な検討を実

施した。粗掘削・仕上掘削からコンクリート打設完了までのフローを図 6.4.1に、
河床部上流端の打設範囲を図 6.4.2～図 6.4.4に示す。施工は図 6.4.2の5-1、6-1、
5-2、6-2の順に上流から行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図 6.4.1 最河床部施工フロー 

図 6.4.2 施工範囲図（平面図） 

図 6.4.3 施工範囲図（縦断図） 

図 6.4.4 施工範囲図（横断図） 

左岸 右岸流 

上流 下流 

6 - 1

6 - 2
6 - 3 

6 - 4  
6 - 5 

6- 6 6 - 7

5 - 7

5 - 6
5 - 5 

5 - 4 
5- 3  

5 -2

5 - 1

5-1 

上流 下流 
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施工方向 必要時間

STEP1 上流→下流 3h

STEP2 上流→下流 8h

STEP3 上流→下流 1h

STEP4 上流→下流 4h

※必要時間は粗掘削施工時の実績より算定

作業段階

2次仕上掘削

岩盤清掃
（ズリ集積・仕上げ清掃）

打設前検査

コンクリート打設

台数
1 1
2 1
3 1
4 2
5 1
6 1
7 1
8 2
9 5
10 4

2tダンプトラック
4インチ水中ポンプ
2インチ残水ポンプ
水ホース

0.8m3バックホウ
4t移動式バキューム車
散水車
10tダンプトラック

施工機械
0.8m3ツインヘッダー
0.25m3ツインヘッダー

(2) 河床部最上流端の施工計画 

2 次仕上げ掘削からコンクリート打設までの施工フローを図 6.4.5 に示す。仕上げ掘削から岩盤清掃に関しては、表 6.4.1 の設備を配
置し施工する。また、詳細施工計画図を図 6.4.6～図 6.4.9に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.4.5 施工フロー 

表 6.4.1 施工設備 

図 6.4.6 2 次仕上掘削計画図 

STEP1  2 次仕上掘削 
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1BL を分割して検査 

検査完了 BLより打設

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 6.4.7 岩盤清掃（ズリ集積・仕上清掃）計画図 図 6.4.8 打設前検査計画図 図 6.4.9 コンクリート打設計画図 

STEP2  岩盤清掃（ズリ集積・仕上清掃） STEP3  打設前検査 STEP4  コンクリート打設 
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(3) 最新河床部の最大打設面積での作業時間 

河床部の岩盤面処理面積が最大となる EL513.5リフト（5-7,6-7）での作業時間は、5-7ブロックで 21.7時間、6-7ブロックで 19.3時間であり、二次仕上げ掘削開始～コンクリート打設完了まで 24時間以内での
施工が可能である。岩盤面処理面積が最大となるブロックの位置を図 6.4.10に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.4.10 河床 5,6BL 各リフト 仕上げ掘削面積(m2) 

 

6 - 1 

6 - 2
6 - 3

6 - 4
6 - 5

6- 6  6 - 7  

5 - 7  

5 - 6 
5 - 5
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5 - 1 


